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国際監視のゼロタッチオペレーション実現
に向けて取組んでみた

NTTドコモ
サービス運営部 国際サービス部門

岡見高明
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自己紹介（岡見 高明）
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■出身
・茨城県守谷市ら辺、現在は千葉市や五反田ら辺

■趣味/特技
・DJ、インデックス投資/仮想通貨
・CCIE/クラウド、スパルタ英会話(NCC)/英検1級(トライ中)

■経歴

-構築(4年) :フレッツ光のNW検証/商用設定
-運用(4年) :フレッツ光の輪番、スパルタ輪番育成(CCIE・つながり研修)
-開発(2年) :クラウド基盤内製(DevOps)、5G系NWシステム

-運用(1.5年):Global-Ip-Network＠Dallas-NOC(海外trainee)

-運用(現在) :国際監視ゼロタッチオペレーション、東京五輪ガイドライン(国際)
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・携帯料金値下げの本格化に伴い、各所で
OPEX削減が要求されているかと思います

・我々も抜本的なOPEX削減に向け、
ZTO(ゼロタッチオペレーション)に取組んでみました

・本日は取組み概要共有やZTO推進是非等の
議論を通じて、皆様の検討の一助になれば幸いです
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本日のセッションの狙い
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国際サービスとは
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「国際サービス＝国際ローミング」であり、日本国内で契約したスマートフォンや携帯電話を
そのまま海外に持って行っても使えるサービス
ドコモでは231国/491事業者で利用可能(2021/3末時点)
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監視システム

＜①故障検知＞ ＜②正常性確認＞

中継OP/海外MNO

サービス信号

信号キャプチャ

海外MNO-NW(AT&T等)

＜③措置・回復＞

中継OP-NW(NTTcom等)

国際サービス監視とは

ドコモ内関連部

 Target:ドコモ⇔海外事業者間のサービス信号(トラヒック変動)のみ監視 ※装置は対象外
 Pros :遠隔コマンドでの原因調査・装置交換・オンサイト派遣無し
 Cons :トラヒック検知のみ・ニッチな信号解析・uncontrollableなローミング事業者対応

実呼試験システム
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故障検知 原因究明 復旧措置 サービス回復

装置監視

（考察）各監視対象における故障対応フローの違い

クラウド監視

易

易

(装置が自発的に送信)

(装置が自発的に送信)

易～難
(装置単体～NW全体
の深い知識・経験必要)

易～難
(サーバ単体～システム全体
の深い知識・経験必要)

比較的易
(VM削除/再設定可能)

易～難
(装置単体～NW全体
の深い知識・経験必要)

易～難
(幅広いサービスシーケンス
の理解が必要)

易～難
(幅広いサービスシーケンス
の理解が必要)

 当然、NW規模や実装次第（あくまで、過去の経験に基づく個人的な主観）

検知後の原因特定・回復に
幅広い知識・経験が必要

信号監視
難

(閾値変動(量・質)のみ
で検知)

激ムズ
(閾値変動(量・質)のみ
で故障見極めが必要)

ある意味難
(装置交換無し、他社対応
依存でuncontrollable)

易
(装置交換無し、他社対応待ち)

トラヒック検知(量・質)のみ、
ニッチな信号分析スキルが必要
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中継OP・海外MNOと
個別MTG・合意予定

19担当
合意

システム構築・開発

本施策の検討スコープ全体像

ZERO TOUCH
OPERATION

その他(BCP・育成等)運用業務整理(海外)

運用業務整理(社内)

既存業務見直し

システム利用不可
時のBCP対策

システム内製化
に向けた人材育成

シンプルなNW構成
による低コスト実現

vs 抵抗勢力

現状維持思考
Negative発言

半信半疑
ヒトの判断シナリオ化
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監視システム

＜故障検知＞ ＜正常性確認＞ ＜措置/回復＞

実呼試験システム

②インシデント
チケット自動作成

①アラーム発生

③アラーム情報
→試験情報抽出

④自動実呼試験
による試験結果

⑤故障自動
判定

社内関連部

中継OP/海外MNO

⑥社内外への
調査依頼

我々の国際ZTOイメージ

統合管理システム
(チケット/故障管理、他システム連携等)

 「故障検知～措置/回復」までを極力シンプル化
 「運用業務見直し」や「内製ツール適用」を頑張ることで、無駄なシステム開発費を抑え

「サービス品質の担保」＆「黒字化(コスト対効果)」を実現
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運用業務整理の全体イメージ

国際系
保守/運用の

現場業務
(850項目)

 国際業務規模(国内に比べ規模小)でさえ検討ボリューム大(量・質)
 安易に既存業務を継続しない意識改革
 稼働対効果を考慮/徹底した業務仕分け慣行
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輪番業務
(300項目)

定型業務
(自動化可能)

非定型業務
(自動化不可)

ZTOシステムで自動化

内製ツールで自動化

取り止め取り止め
日勤帯へ変更日勤帯へ変更

他部署へ業務移管他部署へ業務移管
夜間呼び出し夜間呼び出し 19 担当と合意

非輪番業務
(550項目)

輪番廃止後の
日勤稼働への
シワ寄せ考慮

将来稼働を
見据えた
業務選定
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全体スケジュール

商用導入後の安定運用計画・適用拡大

PoC実施

▲６下
意思決定

商用導入の社内オーソライズ・商用導入準備

2021年度2020年度（下期） 2022年度

▲1下
JANOG

▲11/5
NORG

7月着任

PoC実施

PoC実施

実現性の明確化

システム仕様検討

運用業務(方針)

人員体制見直し

▲4上
導入開始

システム安定化⇒段階的な体制縮小

ドコモ/NTTGrへの展開、5GEC適用検討

主要ローミングパートナー
(海外MNO)と個別調整予定

海外MNOと合意

システム開発/構築

運用業務(詳細)
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 社内意思決定まで(比較的)急ピッチで実施
 現在運用フロー詳細整理と並行してアジャイル開発中
 2022/4月導入後のシステム安定運用次第で、段階的に人員体制縮小予定
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今後の取組み
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■自己進化型ZTOへの更なる高度化

■5G海外ソリューションへのZTO適用

AI

収集

分析

自動変更
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これまでの振り返り

項目 所感

マインドセット

幹部

現場
・現場NOCの理解(施策)
・チームビルディング(温度差/稼働平準化)＠在宅
・一部反対勢力との合意＠在宅

重大故障リスク
・BCP対策

リモートアクセス
・在宅暫定監視

・重大故障低リスク
・リモートアクセス可能な環境

導入効果

効果 ・現場NOCの理解(シビアな人員縮小)

コスト

開発費
・構築費

・内製ツール積極活用
・シンプルなNW構成の実現
・DB設計の見通しの甘さ（input⇒output導線）

運用
整理

・稼働対効果を意識した運用業務見直し
・ヒトの判断の定型化
・業務フロー詳細整理への膨大な稼働
・調整組織の多さ（保守/運用:19担当、構築:13担当）

赤字:positive、青字:challenge
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項目
監視対象

サービス信号 仮想装置（VM） 物理装置
（ルータ等）

マインド
(施策合意)

内部 幹部・現場

外部 相互接続事業者
・ユーザ等 契約や運用整理で合意形成が必要になるかも

リスク
（重大故障発生・BCP対策等） 発生リスク低め 比較的発生リスク低め 比較的リスク高め

導入効果 コスト削減規模
・品質向上等 削減効果 小 削減効果 小 削減効果 中

構築費
・開発費

連携システム数
(API-IF数等)

多少シンプル・安価 多少シンプル・安価 激複雑化・高価故障対応シナリオ
(NW複雑度・装置機種数

・個別運用ルール等)

（考察）各監視対象におけるZTO適用
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必須

 当然、NW規模や実装次第（あくまで、過去の経験に基づく個人的な主観）

（当然ですが）物理的なモノの有り無しは検討影響大
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皆さんと議論したいこと

・ZTO実現の是非
・ZTO検討状況、導入状況

(※)個別問合せ等があれば下記まで気軽に連絡ください

岡見 高明@DCMサビ運国際
takaaki.okami.ty@nttdocomo.com
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